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 今やっているのはこの合成経路です。これは幼若ホルモンの合成経路を

ずっと昆虫で酵素がわかっているものを全部クローニングしてきています。

赤いのがちゃんと採れているので、おそらくパスウェイは昆虫と非常によく

似ているということがわかりました。 



 脱皮ホルモンも非常によく似ています。 
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 今度はDaphnia pulexという小さいやつです。 
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 光の条件を変えるだけで雄を産むというのは、D. pulexの方で見つかりま

したので、こういうふうに長日だと雌ばかり、短日にすると雄が産まれて雌

がいなくなる。 
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 こういったものが見つかってきたので、研究的にはこれから進んでいきま

すし、Daphnia pulexのRNA干渉もできるようになります。これだけ大きさが

違うので、やりにくいですが、研究面としては、Daphnia pulexを使って研究

ができる。 
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（説明を省略） 



 もう一回これをまとめてみますと、幼若ホルモンの類似物質を投与すると雄を産む。
これを使って、最終的にはミジンコが内分泌かく乱、要は他の例えばユスリカなんかは
生殖が落ちれば内分泌かく乱であると。アミもそうです。だけど、ミジンコは脱皮ホル
モンの受容体に結合するものがどうなるかとか、幼若ホルモンに似たものがどうなるか
ということで、ホルモンを中心にした研究ができます。マイクロアレイその他でOECD

への貢献といいますか、こういったバックグラウンドを作っている。それから、雄の決
定ができる遺伝子がみつかっているのはオオミジンコだけです。 

 ということで、この辺がずっとそろってくると、化学物質がどこから入って、幼若ホ
ルモン様作用があるとすれば、それがどこに効いて、どんな作用で雄を産む、あるいは
生殖が落ちるという、今AOP（adverse outcome pathway）というふうにやりましょう
とOECDは言っていますが、化学物質が入ってきて有害影響が起こるまでの流れを明ら
かにするというところにも貢献できるのではないか。 

 こういったミジンコの研究を長くやっていると、長すぎるんじゃないか、やめさせた
ら、という意見もあります。ところが、こういった何もわからないものをやるときに、
３年でやりなさいといったって、できないですね。積み重ねが必要なので、あえてこう
いった研究は長くやらないと実りませんと、環境省の３年は短いと、私も切られるかも
しれませんが。 

 そのほかにはCharles Tylerさんがいろいろ言ってくれましたが、レポーターアッセイ、
魚とかカエルとか、EXTEND2010で使っているin vitro試験というのは、全部我々のこう
いった特別のところで指定研究みたいにして作ったものです。 

 あとメダカの鰭の話もあるのですが、今日はこの辺でやめます。「たかが微塵子され
どミジンコ」で奥が深いです。ミジンコの研究をサポートしていただければありがたい
です。 


